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審 査 の 結 果 の 要 旨
　国民健康保険の補助金や介護サービスの実態を，市町村の財務データや国民生活基礎調査データを用いて
客観的な視点から明らかにした点が評価に値する。第 2章では，事後的に投入される補助金の支出に関して
議論しているが，この支出の効率性において市町村の間に大きな違いが存在し，特に，小さな市町村の方が
効率的に支出している事実を指摘した点は興味深い。また，第 3章では，介護サービスの実態を詳細に分析
している点が評価できる。実際，大日（2000，2002）が行った過去の研究では，家族介護力と介護サービス
の利用の関係について，大日（2000）では代替的関係を指摘する一方で，大日（2002）では補完的関係を指
摘するなど，相反する事実が指摘されていたが，今回の研究では，これが訪問系と通所系の介護サービスの
違いによるものであることを明らかにしている点が注目に値する。第 4章については，必ずしも十分な分析
がなされていない部分も散見されるが，今後の発展に期待したい。以上のように，本論文は博士論文として
申し分ないと判断される。
　よって，著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
